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代
の
ホ
が

現
在
に
停
え
ら
れ
て
い
る
の
は

Z

!
i
-
A
i
E
 

Z
E
I
:
i
A
 

八貫

2
E
E
e
Rる

士

会

事

5
1
4そ
れ
だ
け

2
7
こ

の

ツ

ギ

員

t

聞
(
一
大
二
悶

一
大
図
ゴ
己

6
興

事

i
f
:
Eが

あ
る
の
で

1
4
2
2で

;
i
zさ

れ
て
い
る
・

ーパ

Z橿
子

t
z
a

町

明

書

官

t

t

島
町
訟
で
盟
奮
闘
停
や
建
築
初

lomい
る
・

E
T行
事

1
2
2
t

z
J』の
健

2

・e
f

t-時ぴ
I
L
l-ニれ

は
縛
仏
の
前
で

a-も
盤
ま
し
i
v
m
'

作
の
よ
う
す
主
じ
て
号
て
欄

s
s
i草
で

す

・e. 

こ
の
日
凶
は
怯
姐
縛
"
.
殴
陪
で
姐
樽
伺
釜
が
隠
主

と
品
昨
ぷ
長
農
吉
役
に

Eな2ヲ
zて困
F含

包与号vζ」

11-』
で
の
よ
Aう7
e舟ヴ

2e官刈
叱
て
見
必
ま
す
.

問
主
は
俄
や
.
“
出
R
n
d

て
爾
の
土

を
包
こ

L

手

6
mを
つ
ゆ
り
て
凶
を

な
ら
し
ま
す
・
牛
は
氏
子
治
ら
遷
ぼ

れ
た
男
子
が
演
じ
ま
す
・
牛
蘭
を
am

l
の
せ
た

f
a
i
t

zら
Z
主
E
Iュ
-7

タ
な
も
の
で
す
・
ま
た
氏
子
の
女
子

・
2

コ
一名
M
V
亙
女
l
h
脅
し
て
限
値
え
と

衡
し
て

Eに
E
S
5
2

菌
)
金
供
え
る
治
両
も
あ
句
奮
す
・

オ
ン
ダ
の
主
で
あ
る

Eは
鍵

f

i

 

で

型

車

易

自

主

旬

皇

t
 

役
!
の2人
;

け

i合t:
い
=
で
;
仰

z
1婦?を

つ
け
た
フ
:
シ

i
L与で図
z惜え品
め
?よ

う
す
を
d唱
唱
ぺ
な
MがvPら
句
諭
じ
.
まg
す日ド咋例

え在ぽ

2
?島2の
=

で

zは

z
1と

L:う大E急
rj&品舗?含品摘?えて品

"z駿Rの2爽

ん
中
ゆ
に
量
温

fみ寺
で
て
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園
児
金
使
0
.
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ど
に
種
を
輩
"
さ
検

A
E
主
V

I
T
A
A
Z
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「
緬
の

E
こ

よ

う

《

EV

「
緬
の

Eこ
よ
う

AEv

と
述
べ
会
が
ら
キ
リ
コ
大
豆

関
白
方
に
街

i
t
-
-

iて
い
る
よ
う
な
よ
く

形
式
が
霊
い
槍
様
き
れ
た
よ
A

す
す

が
こ
の
オ
ン
グ
の
掃
海
同
句
.

3
5
2
S
Eの
あ
と

t
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s
t
i
i
i
 

た
饗
範
M
V
院
Z
R
L
て
剛
氏
岡
ド
ト
広
ま

っ
ヌ
も
の
と
い
い
ま
す
・
修
正
会
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弘
法
に
よ
る
玄
微
量
実
下
草

喜

る

ま

で

t
i
l

e
鳳
長
を
折
る

『
作
句
伊
め
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の
儀
礼

z
i
t号
室

化

し

て

」

つ
&
に
の
で
し
ょ
う
・

日
本
の
伝
銭
安
・
の
多
〈
M

E
句
ご
と
」

t
fし
て

ま

れ
た
と
い
い
ま
す
・
才
シ
グ
は
健
康
句

t
i
i
?
"で

あ
句
そ
の
観
底
に
は
民
家
の
人
た

も
の
畳

E
r
-
-で

い
ま
す
・

支

費

聖

v
S
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良
帯
主
悩
量
】

"衛

星
野
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平
成
七
年
-
円
か
ら
ス
タ
ト
れ
る
と
次
も
作
ろ
う
と
い
う
意
欲

H

M

し
た
傷
句
サ
ー
ク
ル
で
現
在
会
が
濁
I

』
て
き
ま
す
.

H

Eは
男
性
一

人

喜

七

人

究

会

買

の

闘

で

も

「

悶

f
t
-

H

入
園
五
十
代
後
牟
か
ら
七
十
代
前
守
議
字
の
ζ

と
が
良
〈
分
か
る
よ

H

z
z
f
tに
T〈
僚

し

ろ

に

a
A
T引
〈

の

が

う

:

日
い
橋
"
を
し
て
lv

ま
す
・

〈

な

っ

た

』

。

『

親

の

体
温慌
に
な
句

日

・

俳
句
は
与
を
と
ワ
て
も
富
で

t
t
l
A
2
2
7

H
S

「
五
七
五
」
の
十
七
文
字
の

「
若
々
し
い
感
性
を
要
求
各
れ

H

-E
2
1な
思

い

を

凝

縮

し

需

品

子

Eと

t
:

日
て
I

』
ま
す
生
備
し
て
い
る
中
で
よ
う
な
意
見
も
倒
か
れ

一
年
l
a

H

H

ふ
と
浮
か
ぶ
同
聞
が
あ
り
身
え
一
【
凶
作
品
発
表
会
を
し
よ
う
か
と

日

;

:

に

E砲
事

}し
て

t
‘

品

T出
て
い
ま
す
-

-

H

も

の

に

気

づ

い

た

り

い

ろ

い

ろ

自

分

の

身

の

幽
り
の
自
然
昔

日

i
i
i
i・「

i
i
i
i
-

H

旬
舎
で
U
自
作
の
句
金
五
句
縄
恩
わ
れ
る
人
は
気
M
E
に
蓬
鈍
W
Lで
H

1
2
i
1
2
:
i
f
i
f
-
-

引
ま
す
・
そ
し
て
先
生
の
絹
髭
や
散
鴛
L
た
旬
歩
く
の
が
鳴
し
〈
な

U

H

ア
ド
J

イ
京
金
交
え
欧
わ
れ
た
ち
ま
す
よ
・

日

・
惰

F
R
Zぺ
z
z
z
u
n一
幽

勝
一
毒

日
午

-

H

を
限
み
と
り

日
句
一
旬
を
味
b
u

後
一
時
か
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怖
じ
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辱
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で
・
H

・
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}
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臼
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爾
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s
i
-
-
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「
目
閣
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園
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分
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包
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か
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-
奈
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ソ
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タ
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ラ
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チ
ャ
リ
テ
ィ
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パ
ザ
l
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き
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制
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1

i
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4
7
ヤ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
A

衝
窓

町

)
E
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?
E
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タ
奈
良
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ン
タ
ク
ラ
プ
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息
谷
さ
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〔
包

@Z466)へ
・

2
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2
2の
た
め
に
寄

贈
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ま
す
・

-

遜

ぴ

と

冒

隈
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夢

工

房

?

?

と

お

し

で

白

草

億
人
へ
の
困
思
い
や
旬
友
情
を
副
首
み

ま
す
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2
2
A
1
2
9
 

T
M
1
E
'
E繍
ク

ラ
フ
ト
キ
ャ
ン
プ
会
ど

・
・
対
-
R

小
学
1
年
生
か
ら
ゆ
掌

3
伝
子
生
虫

2
2
TJ
E
員

2

T千
円

(
E
Z
E
E

2
3む
v
z
i
?
2

月
給
日
ま
で

t
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が
き
に
「
夢
工

i
t
t」と
E
1

氏
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!
‘
臨
書
臥
守
信
号
働

い
て
乎

繊
同
旭
鷲
セ
ン
タ

(
Z
7

鍋
象
範
町

一

一
0
0
・

u@2716)
へ
・
く
わ

し
い
こ
と
は
岡
セ
ン
タ
ー
へ
・

-
ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

(
地
池
場
受
圃
・
陶
)
篇
二
醤
よ
映
会

側
社
会
敏
an財
閥
M
V
映
同
合
金
聞

き
ま
す
と
を

2
月
Mm
回

ω第
1

・
B
午

後

2臨時
解

2節
t午
後

6時
(2

E
z
--」
号

品

市

コ
ミ
ユ
エ
テ
イ
セ
ン
タ
{
生
助

市
本
町
)

V
主
眼
験
胃
甲
ガ
イ
ア

i
z
lt高
型
第

二
香
・
く
わ
し
〈
は
問
財
団

面

@
b
3

7
8
}

ヘ・

-
ま
つ
ぽ
っ
く
り
忽
告
ま
ち

少
年
少
女
合
唱
問
団
員
梅
-

E
車

小

z
t
t

'
S
E
t
tセ
ン
タ
ー

A

定
命
体
町
)

'
噂
し
込
み

は
が

t住
所

氏

名

E
f
学

校

名

学

年

性

関

係

観
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A

得
印
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・--て
2Mmaま
で
i

問
団
事
務
M

周
{
守
鍋
去
麹
町

一
O
九
五

1
二
左
京
良
文
化
学
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ピ
ル

2
0
5

e@6
11
lv
へ
-a明見
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会

は
3
月
2
自

E
E
i
i
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ユ
ス
ホ
ス
テ
ル
協
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ス
キ
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ス
ク
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ユ
ー
ス
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会
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支
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"
が
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$
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ク
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:
t
t
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も
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し
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す
ベ
旬
ま
L
Z
Aつ
・

と
膏

3
月

n日
幽
夜
、
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目胤
w

f
A
Z
A
E
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長
野
県
芦
狩
ス
争

i

・v
・網

開
会
j
門

VE
小
学

3
写
生
1
南
学

3
年
金
制
人

V
歯
切

し

ま

往
復

5
2
E
民

:
i
t
z幸

喜

い

で

A
初
日

1
に
問
也
会

(守

ω陰
湿
町

一
七
一
ム
ハ

冒

@
o
o

oa-
-午
後

1
臨
時

5
臨
時
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へ
・
多

lv

場
合

U
拍
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-
県
司
逗
・
ム
工
会
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相
続
璽
配
有
無
料
相
般
会

Z
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号
室
長

2
2

i
f
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県
司
法
書

士
会
が
無
担
宮
高
:
て

と
a
z
?
3
月
2
日

ω午
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:
時
6

4
時

V
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ろ
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文
化
会
館
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書
}
E
e
a
霊
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資
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金
ク
リ
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し
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障
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Z
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古

事

会

場

へ

J
わ
し
く

U閉
会
(
包
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あ
た
た
が
い
調
べ
が
流
れ
る
ま
ち
づ
く
り

音
楽
療
法
士
聾
成
講
座
始
ま
る

み
令
書
ん

u
a
aと
惚
れ
て

S
た

膏

e'に
働
会
'
&
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、
忘
れ
て
い
た

t
H
Z
Z
e
Eに
思
い
出

ι
t
kて
t
7
t
a

z
aい
て

;
;
4
1

2
1
:
fか
・

2
4

;
i
z
E
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a
m
-
-
z
t
Eに

k・9入
仇
る

tめ
taw鹿嶋
a'援金

の
・
賢
岳
嵐
に
取
町
組
み
俗
じ
め
ま
し

た
・
今
町
U

こ
の
脅
喰
・
波
に
つ

;

I
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・

干

Z
F
1
1

2
Z
2
2
2
7
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i
i
i
 

'望
Z
R
a
h
n
s
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-
に
-
大
前
線
機
に
よ
る
と

『脅
鳴
に

U

2
5里
R
古
自
に
嗣

t
z
a
f
i--』の力

企

画

し

て

2
1・
人

心

身

陣
布
施

1
主

E
Z繍

z
f
i
f
t
i
 

-
-E
Z
S
L
J
 

e
z
e
-
-
E
E
t
 

m
r
u衡
の
鍾
五

ae-R温
L
e化

2
品
Z
B
E
E

t
-の
g
S
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に
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役
立
色

1
4
2
6
2

を
縛

AYAた
・
"
の
リ
ハ
ピ
リ
テ

p
y

;
z
i
z
i
 

f
ど
で

E
2
5
Eid主

1
・1
聖

t
s

鋪

Z
E
E
-
2予

E
需の

z
t
t

f
m
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z
E
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い
て
も

2
2
f
E

K
E-年
E
F
Z

V
ル
パ

l
健
康
セ
ン
タ
ー
。
お

い
て

aw，.
需
品
留
の
実
磁
薦

書

習

と

し

て

E
E

-
-
P
E
E
 

令
。
て
い
ま
す
」
こ
の
よ
う
に

t
s
i
t
-

倒
的
に

Z
E
E
-

れ
て
い
く
方
向
だ
そ
う
で
す
・

4
E
J
;
5
 

ま

品

t
z
zる
青
梅

喜
で
す
が

2e-Ek

i
l
t
z
 

T
2
1
h
a
T仇て
い

{

そ
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で

1
1

2と
し
を

3
E号

Z

1
1
i
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E
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す
・

2
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音
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±
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2
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厳
し
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E
tさ
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i

l
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T
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tト
コ
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ス

十

二
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の

喜

ま

み
会
さ
ん
M
V

現
在
来
空
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脅
伶
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し
幽
E
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れ
て
い
ま
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U
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の
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。
よ
毎
日
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E
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A
U
m
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L
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れ
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ま
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田
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懸
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T
i
t
-
Z
E
E
 

-
r
t
fで
一面
ヲ
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し
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3
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1
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t
i
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パ
l
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が
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L
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・
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E
t
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齢
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句
と
ー
も

av

;
i
i
:
2
 

i
?
t
i
t
a
 

よ
J
I
-
-
Zす
る
こ
と

が
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さ
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史
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・
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・
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・
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市民マラソンで交通規制

Z皇.."い社会の実現に向げで 各地区で 『入・」を
'ーマ，した人僻噌醐前開催1.-，..-.(わし〈

岬聞出酬.~
【定 員】各園間人

【受a斜】領制
【・L込"不...償金禍へ

=協力をお腹し1レま~

第初聞記念市民マラソJ大会が2月"自の「建園記念の

日Jに開かれます.ヨ ス(掲ノ地盤上畿俊治スタ ト
ならやま大通旬絞り返し)となる温E暑では午覇市9時からげ

時の間 阜商通行総止とな句.寸.，ならや，大通句の姐行

醐区間1:1.-ff;片・2闘の虹酢とな句 ，..輔

の・前官の街示に従って〈だちい. • 
『断、.ん@

包郵 A皿

~自個人&
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輔酔

..紙調・8ん

副と"
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刊?均一同
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• • 霊船長
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『λ・ ，，"! .t~

一.る、ーとから

・~~t日」
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輔副民情"

の時閉さ

ん

陶.

公醐

2月鶴岡例
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.，ヒJ ター f<人街予防験車偏jへ '・ I"'でU!舎も . I ~ ...回 リ句鴨小児向 ..・受何一
酬。…2月，"必着 l 予約制服醐8t'f..種子_* I I相 -..日銀目午後相手~情.

隠しん(肱しか}の予俗接種

.l"-(1:しか}ヴタ"νめ予防・・，
.刷~'t'fi"t -t. 醐岡崎将です

〈幽肝〉①平成 7.1 1l ~ t l1."H

t通知射訓H>肝..年"月日目
以前の金制昨(四1:.回日開
ム}で後哩a白日 訓，..・ 1月£でめ千
(ただし刊でに恥ん肝附種を愛

"だ子聴Lん ζ帥った'f.IJ1をけられS

ぜん}

〈筆聞〉諭"創刊">目・ a
"と各医療嗣叫副司摘。

〈闘を酎るに隠〉幽肱"・園舎

過勿ますので温知・..，て.，徹い医

..側仁行...・"'予駒し予.恩金色

州開。で .どもの値厳拙叫〈わ

かる人.同行して"ささい.

通知密が4ないと受付られまぜんので亭

・削年川日以降の…t"lIlilWOl

1，i;>I>""AIJ. .，j;酬叫曲して〈
犯さいー

・こ肝開祖u.!t~'"?，+"をH
Lますので ，-附ごろに圃医脚制

、ーと炉ゐ旬ます...がでた旬 気にかか

ることがあれば後種金受けた医..岡仁

相韻し指示を受付てくだ暑い.周い合わ司世

間師融れ

休日 夜間の急病惨復

-体目…tニ山商寸目
制闘断 。<81..8)

使圃ー・医日午後9階事~聖馴S陶..
問自制叫聞 に"'*sIII-TO
醐センター内崎31 4 4) 

崎 町一刷日間守山件

後3均等.

乳 がん自己検診法
、乳がんは円分で見つけられるがんです. 月に 度は自己検診を~

被月径が倶わって I週間くらも 閉経後の人は一定の白を決めてチzックしましょう

視惨=舗の前でチェック

恥崎駅射しょう

園 l

国，

園3

闘iのように 阿民を下げたまま

で胸判り削こ吋闘しま

す.

時制問の制附じか

時制酬の肉t与ほ阿国、

*lI.ml 酬の〈同州きつれ
，，~いか

* lI.ml 制。f~f!れ"ないか

図2のようl同院をよげて上記の

こ色を?号、H

園3のようド左名のa慣をつまん
で分帥制いか調ぺます

IU=績に忽ってチェック
腐の下 I:~持り畳んだタ 場 ルなどをλれ

(悶の小きい人は必要ない)閉が

腕のよで広がるようじします.

園4

国B

関4のようι乳房の内側半分，嗣
べます.

唱をのましで販の下に入れ も

う片障のそろえた婦の厳守ピア

ノを視〈よろ会感じで.，ます.

図5のようl乳房の外側...嗣
べます.

..の下の院を自然"位雀に下げ

内側，蘭べたときと飼鎌E調べ

重寸.

..の下B三4ぶ術告さし入札で

指先，樹監にそってゆっ〈句す

べらし リンパ節が腫れでいな

いか調べます.

〈問い合わ包〉 保健センターへ

"も山 ・1"



三条犬錆南一丁目，.， お矧§ぜ・市復帰ft34-1111附〒630

保値"ンター

療 良膨・岡野

奈 良保健所ーナー健康のコ
同凶lr"闘で同

寓
倹酬の温酬."t'....

'"・---31級以上の人(佐倉は隊" ， 

.聞 --1'-仰応酬明.7001此 国
温晒住民.，四回需の川酬伸

し品目し川) 開明ー闘

で"醐打開酬融制日開

センターへ.

3月 酌肝刷酔-，咽掌

~ 検ん

の人とそのま厳

金ンターへ. . ' 
酎臥して叫目付ので 4みの欽黛

のよ〈むかる人とー帽に棄て〈だきい.ま

た息での輔<1'::1l.<だきい.闘い含

む¢は司馬復調時衛生寵へ.

児 健 E参
同・ ..!tlt~ 州岬 附ø-' - .附
薗聞2・内験検診需・・.. 重傷

時1Ii-"IJ神間四回セヲト..  

. ，図司E 奈良..月号;湖町'腕 ，. 1 

， . 1大瞳tヨ午・・9時-，制時r:'llt.薗奪
良保健センター (智美少丘二7日 倉.'
91 J) I):.n・ 2'3'~ J1・U午
・9崎一岬に酬.*~l!i"帥区在住

相川酎刊山要わ.

月力、4 

'参
-柵 ー刊3判月 1回目れから刊
4年8月釧M金書れの予.幻v，白 ..  
ö ，HI時h 個人通知し~-t ..tこる…会
時酬 附曹…酬醐;;t， 11110阿
S食品備制鯵嘗内野首~.， .合保健繍海

山間叫削除.

母親 教 寮
輔料開土叫し〈過ごしH んか

・柵 一四日が， . ，月で閥札口

個輔叫柑酬肌 叫し帥 .，宅

街凶.'きに伶断 E見積年崎電断書'

M 予定日『開制J*111:.円 1
1司副まで白幡.，νドヘ.~，..削

繍週

同聞は午後2尚一2時時.f""し図
原 水聞大衡生"午後2時一2・...
H 午後川.，桝蜘昨即時的

分、3・・"分

乳がん自己検鯵法舗醤会

成人病予防敦 賀

障を'"・割問溢
吋叫自山崎人間問

点人に対して優越結果のヂ←"もとに.

・管理hって.ぇ，す.

・とを --21Ill厨附午後1時半~・時.

… 叩帽日 明 暗

闘州会{輔副踊瞳剛

山町保闘脚による剛帥

楠 町民…刷^"・b肘"闘}

同し帥 帥 IH'!I間同年

前包絹..温骨量分骨会名分特舎での

問内容剛...要時国、て保

乳がん自己幡圭しまし吋

t1.~，<.，1J 自分で見た噛叫~ 1':;' I'l 

己S貧困惨.. 早期鍵見に役立ちます.傑..ン

ト判闘制に1¥..''''-自己師舗習

抗措しています.聞い合同滑セン

ター~
.，ヰE・.'相根巳自己じます.

合し歯惜岨a・ λれ圃"泊四岡
村 4心配ご?との"，，̂'j.'l(・置に闘して〈

信吾".

'c.…2何回附・K側-l:'F ./: 
日 脚也円一 嶋 一

人とそのH ・札晶一闘で伺金J

，ーへ.

かsa.の悩みよろ.. 穏閣
(篭人健闘に・1 忠人削楓}..1:ついて創刊ゐ川ご附く
だ舎い..・による・別相援が受けら仇g

h 帽 11，，*..帽をS唱しc"
• e!!-" 2 112111(併後1時ト‘時 惨
とこる…保健セン，. 明 一仰上

三種還合 二祖混合予防穫掴

刊 7~ 1ト問時U 三脚合

(軒目.き ジヲテリ， 磁筒担'"陥ょσ
三副合{ジヲヂげ山予備輔

の嫡1剛追加輔佃羽目恥，柳田
慢ですれます. ，.柳欄.縄{担割院』婿)

3 M 11町四日 1~\1l: ftJ!l L. t. 回線で

崎しく"れ .，通時予..11制

"ぜん}

奮佐 平岡庭"脈 1 月 5 目以前+，~臨まれ

町一月"創刊)捕で

1期初回調書u.色了Lれれ中や ， . 
..  岨叶げれれ引受けて〈出

〈夏時間い子〉 偶酬の惨..  

11.' 1:);1，.1:.岬②Jl.~晴也問ゆかか
って叫こと珂ら叫子⑤三回師

時相同信配合まれる成分で'"

4ラ令シーを量Lた~とが明らか令子
⑥棋橿嗣1写"肉 i材、れん {ひsっ。"
"l，': L目と州..，醐往時?も

れん色..昏されたa・."この隈吻では4な
も}⑤院Lん ω しかI.aLん必たふ

〈かぜみずlまうぞう りシゴ術 ..  口

吻得め鏑矢が檎ヲて‘週開企，て，，'‘

子.暗酬のI:'.tt.が上艇の."か
h ても叫削 +n-f'll"'ilI畑闘を
制.，i!，..';t，防1付時間Lん帥

9てから 2週開企ヲてb告も予 ⑤ポリ

t'BCG.IIiILん "ん "たムくか
ぜみ刊刊切開閉目。?て..

岡村恥聞師同けて1掴た q
引い守⑦その健闘岬防籍軍全す

ること押幽と包めた予

任時 四日"母子健康手間ず

帥して〈だれ ー師時貝1till.1:'f.

児
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大館民公市良富一小
日本語主張大会も開催外国人留学生かう見た奈良

密⑧65 0 6) 

開習¢酬として抑制柑活断行間てし帆

公民館と勉緩祉会とめ連爵の・4聖広げようと聞きま.

〈ところ〉 中央公民館(上三条町23-4

相公民lIl~ r<J;凶開21 0)~暗闇

ろ措置成果を広明駒田ん唱し

・9白日軍 国自候文化観党"'有奇策良!
市民集活定率ど 豪慢をどのよ3に揮

2月24日ω-26日国)〈とを〉

24日出
C凶作品恩示'宅捜 午前9時半、午後'"は障会禽)
公民舗で押 した人目の雌時 H 柑仏
フ"ス刺し6・う "'の位候工書バッ+ワータキ

ルトなどの作品，展示 Lます

。入帽について‘えるパネルR紅白方開

午・・9時，-午後s時，..金値)
IT マ'"もろう人権 ひろげよう連帝の舗J
。才一フニングコンラート

関西ニ剛一軒による閣が叫
午後 1 時阜、 3時年(;階*- ~)

l陶白】 歌劇『隆箇Jよ句パパゲーノのアn おいらは
局き L

.. 同fセザ4リアめ理髪陶J.ち，<ffロめア'"
匂."町の何でも屋

.訓「カルメンJよ句 ハパネラ
歌同f籍軍jょ旬ヴィオレツタとアルフレードの

二割…
欧闘「リゴレツトJ
..， -j(.(，の敏
日本肉叙情歓室温(日$歓幽春を待つうた}

品 zージカル映画育祭の爾べ

'0潰】陽商二期会オベラ歌乎

25日咽)
。伺舎符事 午前'"・~- 1O崎学(;・ホール)
。学習覧表 午前日時半~午後零時m分(;階ホル)
民盛 民踊女声コラスリコグ

公民館自主グトプ6よ時間表.

。外掴人留学生1.I'5.J!た.. 園事調主組大会
午後 l 時-，・.~分， ，階ホル}

【テーマ".の.じた奈良』

【実費者1・暢"，園〉マルースヲぜ γ'¥"-(ot"ン
ガーヂリン (インドネシア) 罵声平仲酌 釦

(ゆ関) マリセル O オレガ (7i ')ピ" プデ4ム

ルヤヂ. ，インドネγn サイ "マスオ"イ〆
(今エア} 業彪，.閏) ハy マエマンズ ル{パキ

ス， ，，) ヲレヂ'}'lクンヤボ {ペル写 } 聾妓

畳(中国) ウ4デロラJ ドホへJ ハウト (オラ〆グ)

マルガレッテ.子実{プラジル)

樹齢同眠不例級林崎

4時w分。記念'園

.， タレン トでヲνオ 予レピで活

圏中の立車種曹絡，ん

【テーマ， r典文化コミュニヶーソヨ"
関西奈能人』

。作li!i.iJi完. 午前9時字、午後5時"陪金調匝}

。人権司、て替える}(~J閣とビ両脚

午前9崎司降、件後5時川陪金.，
0例理バザー午前9時学~午後3時{図体遺倍高創作車)

山菓ご飯お?んみそ汁豚マム〆

1・よりマントヴ?公民のアリ

aぅ
26日明)
師 四〒問 時 9略字、午後5時 は岡町)

。人権について.えるパ.凡唄.とピデ才飽食実

午前9防.-午後5時 ，.陪金重)

@ 
食閉会刊開閉間人留軸料見た制目本

舗主聾大会昆念続演につUでは 手育協遍釈を実施します

暗闘聞いので 司院での来館はご遠慮くだ:川

パ'"シ盆丸七.

1・・錨さn..さんにお・札、l
間芭三期舎の『吸が<，め OJおよびi!.1;1II制度。 λ場希穫の
人"往復はがきι 師日醐.号、入散を奮いで
2月"日までに中央公民館へ.多い治合"祖霊.

"ール州政

豪夜'-"'"'誌引お宅舗長径俊秀到してします.
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